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1  Honoré de Balzac <<Des mots à la mode>>, dans La Mode du 22 mai 1830.  cité par Patrice Veremern, Victor 
Cousin,l’Etat et la revolution, dans Corpus,n º18/19, 1991. 
2 折衷主義という概念自体、語源上｢選択｣を意味する。例えば、W.T.Krug, Allgemeines Handwörterbuch der 
philosophischen Wissenschaften nebst ihrer Literatur und Geschichte,1827-34, Aetas Kantiane 152 「折衷主義に反対
するものは、何が良くて悪いかを決定する厳格で首尾一貫した方法がかけていると主張する」という批判も
当然存在する。Adolphe Franck, Moralistes et philosphes, Didier, 1872. 
3 Patrice Vermeren, Victor,Cousin, Le jeu de la philosophie et de l’État, L’Harmattan, 1995. 
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4  Philosophie,France,ⅩⅨe siècle, Écrits et Opsucules éd. par, Stéphane Douaiiler, Droit Roger-Pol, Patrice   
Vermeren,Libraire Générale Française, 1994.  
5  公務員としての哲学教師の誕生については、Joseph Ferrari, Les philosophe salariés, Sandré, 1849, réédition Critique 
de la politique, préface de Stéfan Douallier et Patrice Vermeren, Payot,1983. 
6  Renzo Ragghianti, Cousin et l’ “institutionnalisation” de la philosopphie,  De Cousin à Benda, Portraits d’intellectuels 
antijacobins, L’Harmattan, 2000. 
7  ギゾーは、ルイ・フィリップ宛の書簡（1832 年 10 月 26 日付け）で、道徳政治学部門(la Classe des sciences morales 
et politiques)の再建を訴えている。｢この申し出の動機は、・・・政治原理そのものにあります。社会の境遇に
直接影響し、政治や習俗を修正します。・・・この学に欠けていたのは真に科学的という性格です。｣ Institut 
de France Académie des sciences morales et politiques, Notice biographique et bibliographique, à la date du 1er janvier 
1981 なお、クーザンは 1832 年にアカデミーのメンバーに選出されている。 
8  ｢ヨーロッパの南はフランスによって代表され、北部はドイツによって代表される。｣Victor Cousin, Cours de 
l'histoire de la philosophie, introduction à l'histoire de la philosophie, Pichon et Didier, 1828 哲学に関してはスコッ
トランド学派の、リードなど常識派との折衷も重要であるが、ここでは扱えなかった。 
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ら支持されて、教会に対する国家の優位を確立する上で決定的な役割を果たしたが、ビスマル
クの「教皇至上主義」に対する「文化闘争」（1781-88）に至る長いしこりが残った」。イギリス


















会の自由を排斥する。1830 年の七月革命に際して、機関紙『未来 l'avenir 』を創刊し、「新憲











                                                         
9  加藤尚武『戦争倫理学』ちくま書房、2003。 
10 グザヴィエ・ド・モンクロ『フランス宗教史』波木居純一訳、白水社、1997。 
11 エメ＝ジョルジュ・マルティモール『ガリカニスム』朝倉剛・羽賀賢二訳、白水社、1987。 
12 1841 年には、ウィルマンが法案を提出後、ミシュレ、モネ等とイエズス会の間で激しい論戦までもが起きる。 
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13 小田中直樹『フランス近代社会 1814～1852』木鐸社、1995。 
14 Victor Cousin, De l’instruction publique en Allemagne et en Hollande, Rapport sur l’état de l’instruction publique, dans 
quelque pays de l’Allemagne, Lettre à M. Le Comte de Montalivet, deuxième lettre, Œuvre de Victor Cousin, tome 




強化した｣。Victor Cousin, ibid. J.-B.Piobetta, Le Baccalauréat de l’enseignement secondaire, Thèse principe pour 
doctrat ès lettre, J.-B.Ballière et fils,1937.  
16 「教師の補給という大変困難な問題がある。・・・師範学校とアグレガシオンが支え」あう。Victor Cousin, ibid. 
17 王政復古期に途絶えていたエコール・ノルマルの名称が七月革命直後（1830 年 8 月 6 日）に復活する。クー




提案にもとづく 1845 年 12 月 6 日の王令によって決まる。ジャン・メナール「エコール・ノルマル・スュペ
リエールの創立」横山裕人訳、『思想』1997,1 月号所収、岩波書店。 
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制度化に向かいながらも、啓蒙一色というわけではない。初等教育については、教育への宗教
勢力の介入を排除しながら、とくに貧困階層の道徳化という形で、宗教を導入する。初等教育





























                                                         
18 Patrice Vermeren, Victor, Cousin, Le jeu de la philosophie et de l’État, L’Harmattan, 1995, Guizot, Mémoire pour servir 
à l’histoire de mon temps, Michel Lévy frères, 1860, tome Ⅲ. 
19 Patrice Vermeren, ibid.  
20 Ibid.  L’article Cousin du Dictionnaire des contemporains de G.Vapereau, 4˚édition, Hachette, 1870. 
21 小田中直樹、前掲書。 
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ることとなる。ジュール・フェリー(Jules Ferry, 1832-1893)は、1881 年と 1882 年に初等教育に



















                                                         
22 フランソワ・フェレ／モナ・オズーフ編『フランス革命事典 7 歴史家』河野健二・阪上孝・富永茂樹監訳、
みすず書房、2000、項目「大学における革命史」。 
23 伊東道生「哲学史の変奏曲」（『カンティアーナ』第 23 号、大阪大学文学部哲学哲学史第二講座（大阪カント
アーベント）、1992.これ以前に、十九世紀前半のフランスでは、歴史哲学とはっきり銘をうったものは多く
ないが、T.Jouffroy の論文にしろ、フィヒテをはじめ、ドイツ哲学の影響を受けた Barchou de Penhoën の『歴
史哲学』にしろ、フランス革命をまともに取り上げているものは少ない。 
24 Anthologie proposé par Philippe Muller, Vive l’école republicaine !, Liblio,1999. 
25 Ｄ．ディドロ「折衷主義」大友浩訳、小場瀬卓三／平岡昇監修『ディドロ著作集 ２ 哲学Ⅱ』法政大学出版
局、1980, 所収。 
26 伊東道生、前掲論文。ブルッカーの哲学史は、簡約本や訳書も多数あり、フランスの初期哲学史家である A.F. 
Burteau-Deslandes (1690-1757)、J.M. de Gérando (Degérando) 等は当時顧みられなかったようである。 
27 Victor Cousin における初出は、1817 年 12 月の講義である。「ロックやカントとともに、真理が見出されると
ころには、どこにでも・・・折衷主義と呼ぶものがみうけられる」。Victor Cousin, Cours de L’histoire de la 
philosophie, Pichon et Didier,1828. 
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de la philosophie）（それぞれ各項目に細目として質問が付加されている）。 
1840 年 3 月 1 日付けの公教育省宛て報告では、若干の改訂がある。 
全体に簡素化され、道徳は、道徳および弁神論(Morale et Théodicée)となり、家族への義務が
                                                         
28 Victor Cousin, Fragments philosophiques, Ladrange, 1833. Baruchou de Penhoën の『ドイツ哲学史』（Histoire de la 
philoosphie allemande, depuis Leibnitz jusqu’à Hegel, Charpentier Èditeur-Libraire, 1836.）をはじめ、ライブニッツ
は、近代ドイツ哲学の祖とされる。おそらく、ブルッカーならびにアカデミーを含め、ヴォルフ学派のかな
りの影響が、ライブニッツの位置付けに寄与していると思われる。 





30 Victor Cousin, Cours de l’histoire de la philosophie, introduction à l’histoire de la philosophie, Pichon et Didier, 1828. 
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追加され、市民の権利と財産の基礎と並べられる32。これは当時の教育論争の影響と思われる。











・ ベーコンの方法はいかなるものか－Novum Oragnum を分析せよ 














世紀にふさわしい「国家（国民）哲学 National Philosophy」は、こうして準備されていった。  
                        （いとうみちお 東京農工大学助教授） 
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